
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書】
福井県

Ⅰ 学校の概要（平成 年 月現在）15 4

坂井町大関小学校学校名
年 年 年 年 年 年 計 教員数学 年 1 2 3 4 5 6 特殊学級

学級数 １ １ ２ ９２ １ ２
３９ ４１ ３６ ４４ ３９ ４２ １４児童数 ２４１

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

楽しみながら 学びあい高めあう子をめざして

２．研究内容と方法
( )実施学年・教科1

全学年 国語 すべての学習活動の基盤となる教科であるため
全学年 算数 理解度・習熟度に差が生じやすい教科であるため

( )年次計画2
「確かな学力向上のための指導の在り方」○テーマ

国語 伝え合う活動に生きる 豊かな表現ができる子の育成
算数 算数的活動を通して 自ら問題解決できる子の育成平

成
○研究の見通し（仮説）1 4

・児童の学ぶ関心・意欲をどう高めていくか年
・学力向上に結びつく指導をどう進めていくか度
・補充的・発展的な学習をどう組み入れていくか

○研究内容・方法
・全校児童対象の学習に関するアンケート実施および分析
・国語・算数についての学力の実態調査および分析（２年以上）
・ＴＴ（全学年）および教科担任制（３・５年）の導入
・学習状況の点検・評価（評価規準表・評価カードの作成）
・補充的発展的な時間としての「ＧＯ！Ｓタイム」の実施
・ミニ音読会・話し方教室・算数フェスティバル等の実施

「個に応じた学習指導の工夫改善と充実」○テーマ
国語 伝え合う活動に生きる 豊かな表現ができる子の育成

平 算数 算数的活動を通して 自ら問題解決できる子の育成
成

○研究の見通し15
・補充的発展的な学習をどう進めていくか年
・少人数指導をどう工夫していくか度
・ＴＴ授業をどう工夫していくか



・指導に生きる評価活動をどう進めていくか
・スクールサポーターをどう活用していくか

○研究内容・方法
・全児童を全職員で指導する学習支援の体制づくり
・少人数指導の体制づくり（コース別学習の導入）
・分担ＴＴ・習熟度別ＴＴ・課題別ＴＴ等、学習効果が上がるよう
なＴＴ授業の工夫改善の実施

・児童の力を伸ばすための評価、よりよい授業づくりに向けた評価
の工夫

・お話会・話し方教室でのスクールサポーターの活用

「自ら学び自ら考え表現する児童を育成するための○テーマ
授業の工夫改善」

国語 伝え合う活動に生きる 豊かな表現ができる子の育成平
算数 算数的活動を通して 自ら問題解決できる子の育成成

1 6
年 ○研究の見通し
度 ・教科での学びを課題解決や探究活動にどうつなげていくか

・内発的動機付けのための支援をどのようにしていくか
・評価活動をどう充実・発展させていくか

○研究内容・方法
・児童にとって魅力的で意欲をそそる授業展開の工夫
・ 学ぶ楽しさ・喜び」を体得させるための場の設定「
・自己実現につながるような学習・体験発表の場の工夫
・計画的で客観性のある授業評価システムの構築

( )研究体制3
＜研究組織＞

国語部会
校長 教頭 全体研究会

算数部会
研究推進委員会
☆メンバー 校長・教頭・教務主任・研究主任

国語・算数部会長

昨年度は 低学年部会・高学年部会も設定してあったが、効率化のため廃止し、教
科部会の 国語部会・算数部会だけにした。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果および今後の課題
１．研究の成果

２年次は 「個に応じた学習指導の工夫改善と充実」を下位テーマに、更に研究を、
進めてきた。成果としてあげられることは
・仲間内だけで堂々巡りになってしまうことの多かった校内研修だが、今年度は、授業
研究にも外部講師（国語顧問・・陶山治男先生 算数顧問・・青山庸先生）を招くこ



とで、質の高い研究協議をすることができた。
・学習のモチベーションを高めるための手だてを工夫した結果、児童の学習に対する意
欲が大きく変わってきた。
（例）百マス計算のタイムを日常的に測り、目に見える形で個々の児童にフィードバ

ックすることで 「よし、明日は今日よりいいタイムを出すぞ」という意欲に、
つなげることができた。

・個々の目標達成度をチェックする「個人カルテ」や、個々の把握だけでなく、集団と
しての単元ごとの達成度を見る「評価シート」を開発・活用したことで、評価と指導
の一体化を図ることができた。

各学年の数値的なデータは以下のとおりである （漢字の設定通過率は同じ）。
（１年）

漢字テスト 視写 百マス計算 視写は ６０字 １０分間での達成者
１学期 点 人 分 秒
２学期 ９０点 ３４人 分 秒 百マス計算はまだ始めたばかりでデータ

なし
（２年）

漢字テスト 視写 百マス計算 視写は１２０字 １０分間での達成者
１学期 ８８点 ２９人 １分３６秒
２学期 ９１点 ３６人 １分１８秒 百マス計算は １桁ー１桁

（３年）
漢字テスト 視写 マス計算 視写は１８０字 １０分間での達成者81

１学期 ８２点 ２６人 ３分４８秒
２学期 ８８点 ２９人 ３分３２秒 マス計算は 九九81

（４年）
漢字テスト 視写 マス計算 視写は２４０字 １０分間での達成者50

１学期 ８２点 ３５人 ４分３８秒
２学期 ９１点 ４１人 ３分４９秒 マス計算は あまりのあるわり算50

（５年）
漢字テスト 視写 百マス計算 視写は３００字 １０分間での達成者

１学期 ７０点 １９人 ３分２９秒
２学期 ８８点 ２４人 ２分３７秒 百マス計算は １桁のかけ算

（６年）
漢字テスト 視写 百マス計算 視写は３６０字 １０分間での達成者

１学期 ９１点 ２２人 １分３６秒
２学期 ９６点 ３２人 １分１８秒 百マス計算は ２桁ー１桁

このように国語では漢字や視写など繰り返しの指導が実を結び、結果に反映してきて
いる。また、朝学習やＧＯ！Ｓタイムでの百マス計算は、目標タイムを設定することで
児童のやる気を起こさせている。

２．今後の課題
、「 、 」３年次のテーマは 自ら学び自ら表現する児童を育成するための 授業の工夫改善

である。そのための研究内容・方法として



・児童にとって魅力的で意欲をそそる授業展開に工夫
・ 学ぶ楽しさ・喜び」を体得させるための場の設定「
・自己実現につながるような学習・体験発表の場の工夫
・計画的で客観性のある授業評価システムの構築
をめざして、研究を進めていきたい。

Ⅳ 学力把握のための学校の取組みについて

定期的な学力調査（ＣＲＴ）の実施（年１回）
身につけよう！これだけは（基礎学力をアップさせるために （学期ごと））

Ⅴ フロンティアスクールとしての成果の普及について
開催実績 日時 場所 テーマ 対象

／ 月 大関小学校 研究概要説明 町内小･中学校教職員町学習研究会 6 30（ ）
授業公開 ／ 金 大関小学校 県内教員約 参加10 24 180（ ） 授業参観および研究協議 名
町研究紀要 ２ 月 研究成果発表 町内小･中学校教職員

今年度は町内でも学力向上を研究課題として、各学校に取り組んでもらった。町の研
究紀要を作成し、互いに研究成果の交換を行っている。授業公開では、国語・算数の授
業を参観してもらい、国語部会・算数部会の研究協議会を行った。

・ 作成等の工夫の実績および今後の予定HP
作成にあたり、①学校紹介②フロンティアスクール③学習に役立つリンク集、の３HP

点に重点を置いた。また、更新ページや新規ページは、 ページに掲載し、直接リンNEWS
クできるようにした。今後、研究内容についてその概要を掲載し、成果の普及を
していく。
また、来年度も１０月に授業研究会を予定している。県内の各学校に案内を配布し、研

究の成果を見ていただき、協議していきたい。更に町内でも学力向上を研究課題として進
め、フロンティアティーチャーとして率先して研究成果の普及に努めたい。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校Ｖ

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級Ｖ

□１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上

【指導体制】 □少人数指導 □Ｔ．Ｔによる指導Ｖ Ｖ

□一部教科担任制 □その他Ｖ

【研究教科】 □国語 □社会 □算数 □理科Ｖ Ｖ

□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □ 有 □ 無Ｖ
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